
 

北海道経済学会 2022 年度大会 【ワークショップ，総会（70 回），シンポジウム（105 回）】 
 本年度の北海道経済学会大会を下記のとおり開催いたします。今年度のシンポジウムは札幌学院大学が担当します。

当学会は，1951 年に設立され，これまで北海道の経済学者・経営学者の研究の研鑽と交流の場として活動を続けてき

ました。今回は，105 回目のシンポジウムとなります。「北海道の中心としての札幌市の将来展望－支店経済からの脱

却を考える」をテーマに，札幌市が今後どう発展していくべきか，現在行われている再開発について，加えて北海道の

中心都市としてどのような役割を果たしていくべきなのかも議論していきます。（ワークショップは会員のみ。シンポ

ジウムは一般の参加は自由・無料です） （対面・オンラインどちらからも参加可能です） 
★大会当日発熱，体調不良の場合は対面での参加はできません。入室の折に体温チェックなどがあります。          

1.  日 時 2022 年 10 月 29 日（土）10：00～13：05，14：05～16：10 

2.  会 場 札幌学院大学 新さっぽろキャンパス 301 教室（札幌市厚別区厚別中央 1 条 5 丁目 1-1） 

3．ワークショップ 
10：00～12：35 

10：05～10：35 
 
 

10：35～11：05 
 
 
 

11：05～11：35 
 
 

11：35～12：05 
 
 
 

12：05～12：35 

・代表理事の挨拶  町野 和夫（北海道武蔵女子短期大学 学長） 
・司会 高木 真吾（北海道大学大学院経済学研究院） 
「行動制限下での北海道経済を振り返る」     

研究報告者 北海道経済学会会員 清水 敏史 
    討論者 道銀地域総合研究所 飯田 治  

「北海道経済とインバウンドの関連性についての一試論 
－構造変化を考慮した共和分検定を中心として」 

                    研究報告者 札幌大学経済学専攻 平井 貴幸 
討論者 北海道大学大学院経済学研究院 高木 真吾 

「北海道観光とSDGsをつなぐ共創に向けた学生の取り組み」 
研究報告者 札幌国際大学観光学部 池見 真由 

       討論者 札幌大学経済学専攻 平井 貴幸 
「第二次世界大戦（惨事・災害）後の北海道地域社会のレジリエンス 

―災害後の地域社会を市町村・地域共同体はどのように復興したのか」 
研究報告者 北海道大学大学院経済学研究院 白木澤 涼子 

 討論者 北海商科大学 竹野 学 
「バブル崩壊後の北海道の就業構造の変化と産業連関」 

研究報告者 札幌学院大学経済経営学部 平澤 亨輔 
討論者 北海道経済学会会員 清水 敏史 

4.  総 会 
12：35～13：05 

議案：理事と会員の変更について 予算・決算 来年度事業計画 等 

5．昼休憩 
13：05～14：05 

お弁当の申込みは下記参照 

6.  シンポジウム 
14：05～16：10 
 
*事前申込みをお願

いいたします（別紙） 
 

14：05～14：10 シンポジウム担当校あいさつ  
札幌学院大学 学長 河西 邦人 

「北海道の中心としての札幌市の将来展望－支店経済からの脱却を考える」 
1990 年代後半の拓銀破綻以降，札幌市の経済は停滞しており，経済構造としては従来から

言われている支店経済から抜け出せているとはいえない。このような札幌市において今後

の経済戦略としてどのような方向性が考えられるか，また地方都市からみて札幌市にどの

ようなことを期待するか，を議論していきます 
パネルディスカッション 14：10～16：10 
  パネリスト 一般社団法人 北海道 IT 推進協会 会長 入澤 拓也  

札幌市まちづくり政策局政策企画部 部長 浅村 晋彦  
釧路公立大学 教授 宮下 弘美 
札幌学院大学 教授 平澤 亨輔 

コーディネーター：北海道大学大学院経済学研究院 教授 平本 健太 

7.  問合せ 北海道経済学会事務局  

〒060-0809 札幌市北区北9条西7丁目 北海道大学大学院経済学研究院 地域経済経営ネットワーク研究センター内

 北海道経済学会事務局 塚田 Tel&Fax 011-706-4066 Email sacade@econ.hokudai.ac.jp  

北海道経済学会に未加入のみなさま，是非入会をご検討ください。連絡は上記問合せまで。 
*ワークショップ，シンポジウム，お弁当申込方法：別紙申込用紙にご記入の上，申込用紙に記載のメールアドレスに送付下さい。（締め切
り 10月 21日(金)）。＊＊懇親会は行いません。 


